
契
約
社
員
や
派
遣
社
員
、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

準
社
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
な

ど
、
契
約
期
間
に
定
め
の
あ
る

社
員
は
、
そ
の
名
称
に
か
か
わ

ら
ず
、
期
間
の
定
め
の
な
い
労

働
契
約
＝
無
期
労
働
契
約
に
転

換
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
同
じ
事
業
所
に
２

０
１
３
年
４
月
以
降
の
契
約
か

ら
、
通
算
５
年
を
超
え
て
働
い

た
場
合
に
、
無
期
労
働
契
約
の

申
込
を
行
う
権
利
が
発
生
し
ま

す
（
左
図
ご
参
照
）
。

無
期
雇
用
の
申
込
は
、
ご
自

身
が
事
業
主
へ
申
し
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
60
歳
超
え

契
約
社
員
の
よ
う
に
、
定
年
後

ひ
き
つ
づ
い
て
雇
用
さ
れ
る
期

間
は
無
期
雇
用
転
換
の
申
込
権

は
発
生
し
ま
せ
ん
。

無
期
雇
用
転
換
は
、
労
働
者

が
少
し
で
も
安
心
し
て
働
け
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
12
年
の

法
律
改
正
（
＝
労
働
契
約
法
）

に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

従
っ
て
、
契
約
社
員
や
パ
ー

ト
社
員
等
を
労
働
契
約
が
通
算

５
年
に
な
る
手
前
で
、
理
由
も

な
く
雇
い
止
め
す
る
こ
と
は
違

法
と
な
り
ま
す
。

12
年
の
国
会
で
は
、
喫
茶
店

を
全
国
展
開
し
て
い
る
企
業
が
、

４
年
以
上
勤
め
続
け
て
い
る
有

期
雇
用
労
働
者
を
、
全
て
雇
い

止
め
に
し
た
問
題
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
厚
生
労
働

省
副
大
臣
は
、
使
用
者
が
更
新

年
数
や
更
新
回
数
の
上
限
な
ど

を
一
方
的
に
宣
言
し
た
と
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
か
ら

雇
い
止
め
は
認
め
ら
れ
な
い
。

通
達
な
ど
を
通
じ
て
周
知
徹

底
を
図
る
等
と
、
答
弁
を
し
て

い
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
、
東
日
本
会
社
が

最
高
利
益
を
更
新
し
て
い
る
等

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

各
社
に
対
し
て
、
秋
闘
要
求
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
通
り
で
す
。

①
現
行
水
準
の
年
末
特
別
手
当

に
加
え
生
活
維
持
・
向
上
分
と

し
て
60
歳
超
え
契
約
社
員
な
ど

の
非
正
規
を
含
む
全
て
の
社
員

に
対
し
て
一
律
10
万
円
の
増
額

を
行
う
こ
と
。

②
非
正
規
労
働
者
へ
の
各
種
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
散
見
さ

れ
て
お
り
、
報
告
件
数
、
な
ら

び
に
社
員
研
修
等
の
現
状
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

③
非
正
規
社
員
に
対
し
て
は
、

正
社
員
化
を
行
な
う
こ
と
。

＝
関
連
記
事
２
面
ご
参
照
＝

Ｎ関労に加入し生活と権利を守りましょう！あなたの加入をお待ちしています。

東日本ＮＴＴ関連合同労働組合

東京都千代田区神田司町2-15-9 武蔵野ビル2階 NPO法人労働相談室内
TEL（03）6273-7115 FAX（03）5577-7263

E-mail info@n-kanrou.com http://www.n-kanrou.com

■Ｎ関労は、あなたの加入をお待ちしています ℡03-6273-7115 E-mail：info@n-kanrou.com

■発行責任者：奥山 信義 ■編集責任者：田原 博

契約社員、派遣、アルバイト、

パートなどで働く方と、そのご家族の方へ

Ｎ
関
労
に
入
っ
て｢

無
期
雇
用｣

へ

労
働
組
合
は
、
あ
な
た
の
味
方
で
す
。

対
象
と
な
る
社
員
と
申
込
方
法
は
？

無
期
雇
用
転
換
５
年
ル
ー
ル
を
前
に

雇
い
止
め
を
行
う
こ
と
は
違
法
で
す

本格化する無期転換ルール18年４月から＝労働契約法改正

通算のカウントは13年

４月以降の契約が対象

無期雇用のメリット

◆契約更新や雇い止めの不安が

解消されます。

◆職場での意見が言いやすくな

ります。

◆有給休暇や病気休暇などの権

利がとりやすくなります。

◆労働組合に入ることに、ため

らう必要がなくなります。

◆無期雇用の申込は、ご自身が

事業主へ申し入れなければな

りません。

◆Ｎ関労へのご相談は下記へ

０３-６２７３－７１１５

無期雇用転換をはじめ、雇い止めや

セクハラ・パワハラなど

1人で悩まないでご相談下さい

労働相談ほっとライン

０３-６２７３-７１１５

契
約
社
員
を
含
め
ボ
ー
ナ
ス
10
万
円
増

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
調
査
を



図1：東日本の当期純利益

　（単位：億円）
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表 1 ： 東 日 本 の 財 務 状 況

経 常 当 期 配 当 金
利 益 純利 益 の 支 払

12 8 8 8 5 2 8 3 3 5
1 3 9 1 7 5 3 9 3 3 5
1 4 1 ,2 2 0 6 9 5 3 3 5
1 5 1 ,7 3 4 1 ,1 8 7 1 ,3 3 5
1 6 2 ,0 4 4 1 ,4 9 6 5 9 3
1 7 1 ,9 0 0 1 ,3 0 0 ？

１ 7年 度 は予 想 　　 　　 　 　 （億 円 ）

年度

表2：認可保育園の月額利用料

世帯収入 上限の利用料金

約1130万円

　　　　　以上

約930万～

約1130万円

約640万～

約930万円

約470万～

約640万円

約330万～

約470万円

約260万～

約330万円

約260万円

　　　　まで

生活保護

世帯収入
無料

7万7000円

10万1000円

5万8000円

4万1500円

2万7000円

1万6500円

6000円

月
額
６
万
円
の
賃
下
げ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
50
歳
退
職･
再
雇

用
制
度
を
や
め
、

60
歳
ま
で

の
生
涯
賃
金
を
増
や
さ
ず

65

歳
ま
で
働
か
せ
る
＝
「
処
遇

体
系
の
見
直
し
」
を
行
っ
た

の
は
４
年
前
の
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
に
、
昇
給
額
の

減
額
や
賃
下
げ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
賃
金
制
度
が
導
入

さ
れ
た
当
初
は
、
賃
下
げ
分

は

激

変

を

緩

和

す

る

た

め

「
暫
定
手
当
」
と
し
て
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

14
年

の

10
月
か
ら
毎
年
４
分
の
１

ず
つ
減
額
さ
れ
、
今
年

10
月

に
は
「
暫
定
手
当
」
は
無
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
加
算
手
当
も

今
年
６
月
に
は
廃
止
に
な
り
、

両
方
の
手
当
を
合
計
す
る
と

月
額
６
万
円
前
後
の
減
額
と

な
る
社
員
も
い
ま
す
。

少
し
ば
か
り
の
春
闘
期
の

賃
上
げ
で
は
、
と
て
も
追
い

つ
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
は
、
契
約
社
員
は

部
分
的
に
僅
か
な
手
当
の
引

上
げ
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
。

Ｎ
関
労
に
入
っ
て
、
非
正

規
を
含
む
全
て
の
社
員
に
対

し
て
一
律

10
万
円
の
ボ
ー
ナ

ス
増
額
を
勝
ち
取
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

自
民
党
は
衆
院
選
の
公
約

で
「
３
～
５
歳
児
の
す
べ
て

の
子
ど
も
の
幼
稚
園
・
保
育

園
の
費
用
を
無
償
化
す
る
」

等
と
打
ち
出
し
、
安
倍
首
相

は

11
月
１
日
の
第
四
次
内
閣

発
足
に
際
し
公
約
の
実
現
を

目
指
す
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

国
は
世
帯
年
収
に
よ
っ
て

認
可
保
育
園
の
料
金
を
８
段

階
で
定
め
て
い
ま
す
。
３
～

５
歳
児
の
保
育
料
は
生
活
保

護
世
帯
で
無
料
か
ら
、
年
収

約
１
１
３
０
万
円
以
上
で
は

最
大
で
月

10
万
１
千
円
を
負

担
し
て
い
ま
す
（
表
２
）
。

そ
の
た
め
、
保
育
料
が
全

て
た
だ
に
な
る
と
、
生
活
保

護
世
帯
は
現
行
で
も
無
料
の

た
め
恩
恵
が
ゼ
ロ
な
の
に
対

し
て
、
高
所
得
世
帯
は
最
大

で
年
１
２
０
万
円
強
の
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
計
算
で
す
。

一
方
、
政
府
の
試
算
で
は
、

３
～
５
歳
児
の
す
べ
て
を
無

償
化
す
る
費
用
は
年
間
約
７

３
０
０
億
円
か
か
り
ま
す
。

そ
の
財
源
は
、
収
入
の
少
な

い
人
ほ
ど
負
担
感
が
大
き
い

消
費
税
の
増
税
で
す
。

政
府
は
幼
児
教
育
の
無
償

化
が
「
子
育
て
負
担
軽
減
で

少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
識
者
は
「
高
所
得
者
が
無

償
化
で
浮
く
お
金
を
習
い
ご

と
に
振
り
向
け
る
と
教
育
格

差
は
さ
ら
に
広
が
る
」
と
懸

念
し
て
い
ま
す
。
＝

11
月
３

日

東
京
新
聞
の
要
旨
＝
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痛
処
遇
体
系
の
見
直
し
で
今
年
も
賃
下
げ

＝
暫
定
手
当
や
地
域
加
算
手
当
＝

安
倍
政
権
に
な
っ
て
か

ら
社
会
保
障
の
基
本
方
針

が
「
自
助
自
立
」
と
な
り
、

年
金
の
削
減
、
高
齢
者
医

療
費

の

窓

口
負

担

増

、

「
生
活
保
護
舐
め
ん
な
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
書

か
れ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
福

祉
担
当
職
員
が
着
用
し
、

生
活
保
護
受
給
者
を
犯
罪
者
の
よ
う

な
扱
い
を
す
る
な
ど
、
憲
法

25
条
の

「
生
存
権
」
が
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

カ
ン
ヌ
映
画
祭
で
最
高
賞
を
受
賞

し
た
本
作
品
は
、
緊
縮
経
済
政
策
で

真
っ
先
に
削
ら
れ
る
の
は
万
国
共
通

し
て
福
祉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

59
歳
の
主
人
公
は
、
長
年
大
工
と

し
て
生
活
し
、
国
に
税
金
を
き
ち
ん

と
納
め
る
こ
と
を
誇
り
と
思
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
彼
は
、
心
臓
病
で
仕

事
が
で
き
な
く
な
り
国
の
援
助
を
求

め
福
祉
事
務
所
を
訪
れ
ま
す
。
そ
こ

で
直
面
す
る
の
は
、
煩
雑
な
手
続
き

と
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請
入
力
、
電

話
の
問
い
合
わ
せ
は
音
声
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、

申
請
を
諦
め
さ
せ
る
悪
意
に
満
ち
た

も
の
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
。パ

ソ
コ
ン
申
請
入
力
の
場
面
な
ど
、

私
も
経
験
が
あ
り
笑
っ
て
し
ま
い
ま

し
た

が
、

労
働

者
の

誇
り

を
打

ち
砕

き
、

絶
望

の
淵

に
落

と
し

て
い

く
現

実
に

怒
り
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

こ
の
作
品
が
描
く
の
は
「
弱
者
は

保
護
す
べ
き
だ
」
な
ど
と
い
う
薄
っ

ぺ
ら
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
間
の
尊
厳
を
描
い
た
作

品
で
す
。

ど
ん
な
に
壁
が
厚
く
て
も
塀
が
高

く
て
も
、
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
働
い

て
き
た
労
働
者
と
し
て
誇
り
と
信
念

を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
そ
の
姿
に
感

動
を
覚
え
ま
す
。

監
督
＝
ケ
ン
・
ロ
ー
チ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

（
み
）

映画紹介 57

わ
た
し
は
、

ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
レ
イ
ク

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
業
績
は

好
調
で
す
。
特
に
賃
金
を
は

じ
め
と
す
る
経
費
や
税
金
を

支
払
っ
た
後
の
最
終
的
に
残
っ

た
利
益
を
表
す
「
当
期
純
利

益
」
は
、
15
年
度
、
16
年
度

と
２
年
つ
づ
け
て
最
高
益
を

更
新
し
ま
し
た
（
図
１
）
。

と
こ
ろ
が
東
日
本
は
、
持

株
会
社
へ
の
配
当
金
（
東
日

本
の
株
は
全
て
持
株
会
社
が

保
有
）
と
し
て
、

15
年
度
は

当
期
純
利
益
を
上
回
る
１
３

３
５
億
円
も
の
資
金
を
持
株

会
社
に
移
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、

16
年
度
の
配
当
金
は
、

５
９
３
億
円
と
当
期
純
利
益

の
４
割
程
度
で
す
（
表
１
白

抜
き
文
字
）
。

60
歳
超
え
契
約
社
員
な
ど

の
非
正
規
を
含
む
全
て
の
社

員
に
一
律

10
万
円
の
ボ
ー
ナ

ス
増
額
を
行
う
資
金
は
十
分

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

10
万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
増
額
は
可
能
で
す

安
倍
政
権
の
保
育
園
等
の
無
償
化
で
格
差
拡
大
か


